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　年齢や性別、障がいの有無に関わらず誰もが楽しめるユニバーサルスポーツ「ボッチャ」。町内
で日頃からボッチャを楽しんでいるお二人に、魅力や上達のコツなどについてお話を伺いました。

1. ゲームの流れ※ 1 エンド
❶コイントスまたはジャンケンで
　先攻・後攻を決めます。

❷先攻チームが白い
　ボール（ジャック
　ボール）を投げる。

❸ジャックボールを
　投げたチームが
　最初のボールを
　投げます。

❹その後はジャック
　ボールから遠い　
　チームが投げます。

❺両チームが６球ずつ投げ終え
　たら終了です。

合 計
13 球

コート

投球エリア

ジャック
ボール無効
エリア

ジャックボールは
このラインを越え
なければいけない

ターゲット
ボックス
ジャックボール
がコート外に出
た際に戻る
場所

2. 得点の数え方
ジャックボールに最も近いボールを置いたチームが得点
します。相手チームの一番近いボールより内側にある自
チームのボール 1 球につき１点です。

例１ 例２

例 3

赤いボールが 2 球、青い
ボールの一番近い球より
ジャックボールに近い　

赤チーム 2 点

青いボールが 2 球、赤い
ボールの一番近い球より
ジャックボールに近い

青チーム 2 点

ジャックボールまでの距離
が両チーム同じ場合
どちらにも１点

決められたエンド数を行い、
各エンドの合計得点が多い
チームの勝ちとなります。

勝敗は

ボッチャ の魅力に迫る！

公民館長 龍
た つ の

野 賢
けんいち

一 さん

3. 注意事項

投球エリア
のラインは
踏まない

他のボール
に当てても
OK ！

投げ方 自由
（下手投げ・
足で蹴る等）

進行は審判
の指示に従
いましょう

　ボッチャとは松本であったイ
ベントで出会いました。その後、
誰もが一緒に楽しめるボッチャ
がいつか町でも盛んになるとい
いなと思い、審判の講習会に行
き、現在まで続けています。

１ ボッチャを始めたきっかけ

　ボールさえあれば少人数でできる・ルー
ルも簡単で、誰でもやりやすいスポーツで
あること、またチームでコミュニケーショ
ンをとりながら楽しめるところがボッチャ
の魅力だと思います。

ボッチャの魅力はどんなところ2

　まずは自由に体験してみましょう。目標の球
に向かってボールを転がしたり投げたりするう
ちに自然と慣れてきます。最初は勝ち負けを気
にせず、楽しむことが一番のコツだと思います。

上達のコツはありますか3
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そ
れ
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6
球
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
た

り
転
が
し
た
り
し
て
、
白
い
目
標
球

（
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
）
に
ど
れ
だ
け

近
づ
け
ら
れ
る
か
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
一
緒
に
楽

し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
開

催
す
る
「
メ
ン
ズ
ボ
ッ
チ
ャ
」
や
「
レ

デ
ィ
ー
ス
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
は
じ
め
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
ボ
ッ
チ
ャ

長
和
町
町
長
杯
」
の
開
催
や
練
習
会

を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
ボ
ッ

チ
ャ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
の

基
本
ル
ー
ル
や
楽
し
み
方
、
町
内
で

活
動
す
る
皆
さ
ん
に
聞
い
た
ボ
ッ

チ
ャ
の
魅
力
や
上
達
の
コ
ツ
、
町
長

杯
や
練
習
会
の
情
報
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
ボ
ッ

チ
ャ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　ボッチャは、年齢や性別、
障がいの有無に関わらず、誰
もが一緒に楽しめるスポーツ
です。自然と会話や応援が生
まれ、新たな仲間との交流の
輪が広がります。

交流

　狙った場所へボールを寄せ
たり、相手のボールをはじい
たりと、一投ごとに作戦が求
められます。チームで考え、
声を掛け合いながら戦略を組
み立てる楽しさがあります。

戦略・思考力
　体を無理なく動かしながら
楽しめるため、健康づくりに
つながります。仲間との交流
や目標を持って取り組むこと
で、毎日の楽しみや生きがい
にもなります。

健康・生きがい

　　　　で育まれるものボッチャ

　狙いどおりの一投が決まっ
た瞬間や、最後の一球で逆転
したときの喜びは格別です。
プレーする人も応援する人
も、自然と笑顔になれるのが
ボッチャの魅力です。

笑顔・喜び

集特はじめよう！ボッチャ集特

尾
お み

美 徳
の り こ

子さん
ボッチャ歴：10 年

寺下フレイル
予防チーム

ボッチャ歴：３年

　令和５年に長和町身体障がい者
福祉協会でボッチャ用品を購入し
たことをきっかけに始めました。
毎月開催している寺下地区のフレ
イル予防体操にも取り入れ、楽し
みながら交流を深めています。

１ ボッチャを始めたきっかけ

　屋内で気軽に楽しめることに加え、誰でも
参加できることが魅力です。また、ジャック
ボール（白い目標球）の位置によって試合展
開が大きく変わるため、一投ごとの駆け引き
があり、シンプルながら奥深いスポーツです。

ボッチャの魅力はどんなところ2

　思いどおりの場所へボールを投げられるよ
う、自分の感覚とボールの動きを一致させる
ことが大切です。楽しみながら繰り返しプレー
することが上達への近道だと思います。

上達のコツはありますか3

愛球会の皆さん
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ボッチャ長和町町長杯
開催決定！

日時 10 月 17 日（土）
8 時から 12 時（予定）

場所 長門町民体育館
参加
資格

長和町内に在住・在学・在勤
の方

募集
期間

申込
方法

８月４日（火）　９月 30 日（水）
24 チーム（1 チーム 3 ～ 5 名）
教育委員会へ電話（68・2127）
もしくは申し込み用紙の提出

〜

大会の詳細は、
長和町ホームページ
をご覧ください！

大会
詳細

4

日時 ８月 21 日（金）、

場所 長門町民体育館　柔剣道場

持ち物 上履き、飲み物

９月 25 日（金）の 2 日間
19 時から 20 時 30 分まで

ボッチャ体験会
町長杯の開催に伴い、

開催します

誰でも気軽に楽しめるボッチャを体験して
みませんか？ルールを知らなくても大丈
夫！ご家族、ご友人、職場の仲間、お一人
での参加も大歓迎です。
ぜひお気軽にご参加ください！

束ねられていない段ボール

持てる大きさの範囲内で重ねて、十文字に
束ねることになっています。

　日頃より、町民の皆さまにおかれましては、家庭から出るごみの分別にご協力をいただき、
大変ありがとうございます。
　町では、令和８年４月からごみ出しルールが変更となり、約４か月が経過しました。
　新しいルールに沿って分別をお願いしているところですが、ルールに従って出されていな
いごみが散見されます。捨てればごみ、分ければ資源。分別は「リサイクル」の入口です。
　今一度、「ごみの分別帳」や、町のホームページなどをご確認いただき、町のルールに従っ
て排出いただきますよう、お願いいたします。
　また、ごみの分別に迷った際は、スマートフォンアプリ「Trash Lens（トラッシュレンズ）」
もご利用ください。品目検索や写真判定により、ごみの分別方法を手軽に確認することがで
きます。

��住民生活課　環境温暖化対策係　電話 75-2081
資源ごみ資源ごみを正しく正しく出しましょう出しましょう

ホームページ

ルールが
守られて
ない一例

指定袋に入っていないごみ

町では、指定袋に入っていないごみは回収
できません。必ず決められた袋で出すか、
所定の場所に出すようにしてください。

① ②

③ ④

5

Trash Lens

ストックヤードに置き去り

このように置き去りにされたものは回収でき
ません。陶器・ガラス類、ガラスびん、キャッ
プ等に分別した上で、ルールを確認いただき、
所定の場所に出すようにしてください。

缶の中にたばこの吸い殻や乾電池が混入

缶は中を軽くすすいで、中身がない状態
で出してください。乾電池やたばこの吸
い殻が混入していると、火災の危険性が
あります。
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が
変
わ
り
ま
す

令
和
８
年
８
月
１
日
（
10
月
検
針
分
）
か
ら
、

上
下
水
道
共
に
平
均
25
％
の
料
金
改
定
を
行
い
ま
す
。

　

長
和
町
の
上
下
水
道
は
皆
さ
ま
か
ら
の
上
下
水
道
料
金
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
低
廉
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、

人
口
減
少
に
よ
る
料
金
収
入
の
減
少
、
物
価
高
騰
に
よ
る
維
持

管
理
費
用
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
費
用
の
増
加
が
見
込
ま

れ
経
営
状
況
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
上
下
水
道
を
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
料

金
改
定
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

1. 改正内容
※定額制の料金改定は令和９年請求分より

上
下
水
道
料
金

2. なぜ必要

◉上水道料金
　　　　　　　　 （1ヶ月あたり：税込）

基本料金 従量料金
口径 水量 8㎥まで 水量 9㎥以上
13㎜

1,067 円

165 円
（1㎥につき）

20㎜
25㎜
30㎜ 5,357 円
40㎜ 9,823 円
50㎜ 16,577 円
75㎜ 41,239 円
100㎜ 77,572 円
定額制 2,156 円 ー

　　　　　　　　 （1ヶ月あたり：税込）
基本料金 従量料金

口径 水量 8㎥まで 水量 9㎥以上
13㎜

1,232 円

220 円
（1㎥につき）

20㎜
25㎜
30㎜ 6,215 円
40㎜ 11,396 円
50㎜ 19,250 円
75㎜ 47,949 円
100㎜ 91,674 円
定額制 2,717 円 ー

改定前 改定後

◉下水道料金
　　　　　　　　 （1ヶ月あたり：税込）
基本料金 超過料金
水量 8㎥まで 水量 9㎥以上（1㎥あたり）

1,232 円

1㎥～ 12㎥ 209 円
13㎥～ 24㎥ 253 円
25㎥～ 36㎥ 297 円

 37㎥～　 341 円

　　　　　　　　 （1ヶ月あたり：税込）
基本料金 超過料金
水量 8㎥まで 水量 9㎥以上（1㎥あたり）

1,540 円

1㎥～ 12㎥ 253 円
13㎥～ 24㎥ 308 円
25㎥～ 36㎥ 363 円
 37㎥～　 418 円

改定前 改定後

全ての資産を法定耐用年数
周期で更新する投資シナリオ

➡毎年度 4.8 億円もの建設改良費が必要。 

➡健全性の観点では、理想的な水準。 

・更新需要　：40 年間 194 億円
　　　　　　 (4.8 億円 / 年 )
・健全度推移：40 年後 健全化率 100％ 
　　　　　　 耐用年数超過率 0％

　現在の施設を法定耐用年数以内で更
新しようとした場合、多額な建設改良費
が必要（上図参照）となり 67％増の料
金改定が必要となります。これでは利用
者皆さんの負担を強いられるため、重要
度、優先度を考慮し、更新期間を長期的
に捉え増加率を 25％と想定しました。

重要度・優先度を考慮し
段階的に平準化する投資シナリオ

➡部材の特性や実使用可能耐用年数、
ルートの重要度によるサイクルの差別化
を検討。 
➡段階的な投資の平準化を図りながら
長期的な視点で約半数の資産の健全性
維持。 
 
・更新需要　：40 年間 84 億円
　　　　　　 (1.2 ～ 3.0 億円 / 年 )
・健全度推移：40 年後 健全化率 48％ 
　　　　　　 耐用年数超過率 52％

　長和町の汚水処理事業は、住民生活に必要不可欠なインフラとして健全な経営を求められている中で、人
口減少や物価高騰などの厳しい経営環境にさらされています。汚水処理事業を将来的に持続するために、財
政シミュレーションを踏まえた「経営戦略」を策定し、事業運営を実施しています。
　「経営戦略」とは、各公営企業が、将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な経営の
基本計画です。この計画に基づき計画的かつ合理的な経営を行うことにより、経営基盤の強化と財政マネジ
メントの向上を図っていく必要があります。
　この「経営戦略」を、令和６年度に見直し、使用料の改定が急務であるとの考えにいたりました。

１．なぜ今なのか

　適正な使用料の基準として、経費回収率を基準と
する考え方が一般的です。
　経費回収率とは、汚水処理に必要な経費を使用料
でどの程度まかなえているかの指標です。100％以上
が目標とされています。
　図 1 に示した財政シミュレーションの結果、このま
まの使用料体系を維持した場合、人口減少による使
用料収入の減少（水色棒グラフ）と物価上昇による
汚水処理費の増加（赤色棒グラフ）にともない、経費
回収率の悪化（黒色折れ線グラフ）が見込まれます。

２．このままではダメなのか

下水道事業の内情を少しだけご説明します

　図 2 は令和 7 年度と令和 12 年度に使用料を改訂
した場合の財政シミュレーションです。それぞれ
25% の増加率を想定しています。
　この場合の経費回収率は、目標となる 100％には
達しないものの、現状程度である約 60％を維持でき
ると試算されます。
　急激な値上げは町民の生活に大きな負担となるた
め、段階的な引き上げを考慮しています。

３．使用料を改訂するとどうなるのか

　今後も持続可能な水道事業を維持するため、施設の計画的・効率的な更新や自然災害への備えを進める
とともに、社会情勢の変化を踏まえ、必要に応じて料金改定を検討してまいります。また、近隣自治体との
連携による資材の共同購入や広域化など、事業の効率化を図り、安定した経営に努めてまいりますので、ご
理解とご協力をお願いいたします。

４．今後はどうなるのか
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問 

保
健
福
祉
課　
　
　

介
護
高
齢
者
支
援
係

☎ 
75
・
２
０
７
９　
　

　
　
　
　

◆
元
気
ア
ッ
プ
教
室　

　
8
月
は
集
ま
っ
て
の
教
室
は
お
休
み

で
す
。

　
ゆ
い
ね
っ
と
で
11
時
30
分
よ
り
『
テ

レ
ビ
で
元
気
ア
ッ
プ
教
室
』
を
放
送
し

ま
す
。
テ
レ
ビ
の
前
で
一
緒
に
体
操
し

ま
し
ょ
う
。

〈広告欄〉

８月運動番組放送時間

【放送時間】
  7 時 30 分～ タオル体操（15 分間 )

  7 時 45 分〜 腰まわりの体操（14 分間）
全身のストレッチ体操（12 分間）

11 時 30 分〜 （新）『テレビで元気アップ教室』
（28 分間）

15 時 30 分～ （新）肩こりに効く体操（14 分間）

16 時 00 分～ 『ながわおたっしゃサポーター』に
よる体操（5 分間）

16 時 05 分～ 転倒予防のための上半身の体操
（15 分間）

町ケーブルテレビ
「ゆいねっと」で毎日放送中！

※番組編成の都合により変更になること
　があります
�保健福祉課　介護高齢者支援係　
　☎ 75・2079

涼しい場所で水分補給をしながら体操しましょう。

「
あ
っ
た
カ
フ
ェ
」
を

開
催
し
ま
す

問 

保
健
福
祉
課　
　
　

介
護
高
齢
者
支
援
係

☎ 

75
・
２
０
７
９  　

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
ま
た
関

心
が
あ
る
方
が
、
気
軽
に
交
流
を
楽
し

め
る
集
い
の
場
で
す
。
専
門
職
も
参
加

し
て
お
り
、
介
護
等
の
心
配
ご
と
の
相

談
も
で
き
ま
す
。

■
日
時　

　
８
月
26
日
（
水
）
13
時
30
分
か
ら
15
時

■
場
所　
　
役
場
１
階　
町
民
ホ
ー
ル

■
参
加
費　
１
０
０
円

◆
は
つ
ら
つ
運
動
教
室（

40
歳
以
上
の
方
）

問 

長
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎ 

88
・
３
０
６
９　
　
　
　

■
内
容

　
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
体
操
教
室

　
ス
ト
レ
ッ
チ
と
立
っ
て
行
う
体
操
が

主
で
す
。

■
日
程

　
８
月
18
日
（
火
）・
９
月
１
日
（
火
）

■
会
場

　
長
門
町
民
セ
ン
タ
ー
集
会
ホ
ー
ル　

■
時
間　
13
時
30
分
か
ら
15
時

■
参
加
費　
無
料

「
介
護
予
防
教
室
」
を

開
催
し
ま
す

問 

保
健
福
祉
課　
　
　

介
護
高
齢
者
支
援
係

☎ 

75
・
２
０
７
９  　

　

認
知
症
予
防
の
話
や
脳
ト
レ
、
頭
で

課
題
を
考
え
な
が
ら
体
を
動
か
す
コ
グ

ニ
サ
イ
ズ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
８
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

■
場
所　
役
場
1
階　
町
民
ホ
ー
ル

認
知
症
予
防
教
室
の
開
催

「住まい快適促進助成事業」

「住まい快適促進助成事業」とは？

町内施工業者が個人住宅の
増改築等のリフォームを行う場合に、
町がその経費の一部を助成する制度です。

タツケンは《住まい快適促進助成事業》の施工業者です。申請から工事までのすべてをお任せください‼

令和８年度も
実施します！

町からのお知らせ
Town information

問 = 問い合わせ先　☎ = 電話番号　  　= メール 　　= ファクス番号

〈広告欄〉

募
集

短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
案
内

問 

保
健
福
祉
課　
　
　

介
護
高
齢
者
支
援
係

☎ 

75
・
２
０
７
９  　

　

足
腰
の
衰
え
か
ら
日
常
の
生
活
に
不

安
を
感
じ
る
方
に
お
勧
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

　

4
か
月
間
、
週
1
回
通
っ
て
、
リ
ハ

ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
組
み
、『
少
し
前

の
自
分
に
戻
る
』
を
目
指
し
ま
す
。

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
利
用
で
き
る
方

　

65
歳
以
上
で
要
支
援
１
、
要
支
援
2
の
方

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
該
当
さ
れ
た
方

■
場
所　
　

　
老
人
保
健
施
設
い
こ
い

　
（
送
迎
も
あ
り
ま
す
）

■
料
金　

　
1
回　
５
０
０
円

問 

保
健
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
係

☎ 

68
・
３
４
９
４　
　
　

    　

    

　
　
　
　 発

達
に
関
す
る
住
民
向

け
講
演
会

問 

保
健
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
係

☎ 

68
・
３
４
９
４　
　
　

    　

    

　
　
　
　

■
日
時

　
９
月
12
日
（
土
）

　
14
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で

■
場
所　

　
古
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　
大
切
な
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

　
～
子
ど
も
の
心
を
知
ろ
う
～

■
講
師　

　
安
曇
野
内
科
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長　
飯
田　
俊
穂
氏

◯
先
生
の
ご
紹
介　

　
昭
和
大
学
兼
任
講
師
、N

PO

法
人
長

野
県
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長
、

日
本
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
長
野
県
支

部
長
、
厚
生
連
佐
久
総
合
病
院
心
療
内

科
非
常
勤
医
師
、
岡
谷
市
民
病
院
心
療

内
科
非
常
勤
講
師
等
、
多
岐
に
渡
り
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
飯
田
先
生
は
医
師
と
し
て
、
内

科
・
心
療
内
科
臨
床
に
加
え
、
子
ど
も
の

健
全
育
成
の
た
め
の
子
育
て
支
援
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
、
臨
床
心
理
に
関
す

る
教
育
普
及
等
の
事
業
を
積
極
的
に
実

施
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

講
演
会
の
ご
案
内

■
日
時

　
8
月
29
日
（
土
）

　
14
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

　
（
受
付　
13
時
30
分
～
）

■
場
所　

　
上
田
市
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

　
ザ
う
え
だ　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
テ
ー
マ　

　
発
達
特
性
を
活
か
す

　
～
か
か
わ
り
方
を
工
夫
し
て
二
次
障

　
害
を
予
防
～

■
講
師　

　
東
御
市
立
み
ま
き
温
泉
診
療
所

　
総
合
診
療
医　
東
御
市
民
病
院　

　
発
達
外
来
担
当
医　
天
田　
大
輔
氏

■
対
象

　

長
和
町
・
上
田
市
・
東
御
市
・
青
木

　
村
在
住
の
方

■
定
員

　
先
着
１
５
０
名

■
申
込

　
8
月
26
日
（
水
）
ま
で
に
健
康
づ
く

り
係
へ
電
話
、
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約

■
そ
の
他　

　

会
場
内
に
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

会
場
の
内
で
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
せ

る
ス
ペ
ー
ス
の
用
意
が
あ
り
ま
す
。

予約は
こちらから
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町からのお知らせ
Town information

問 = 問い合わせ先　☎ = 電話番号　  　= メール 　　= ファクス番号

募
集問 

上
田
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
づ
く
り
支
援
課　

☎ 
25
・
７
１
４
９     　

   

　
　
　
　

　
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
に
て
、
９
月
、

12
月
、
3
月
の
毎
週
金
曜
日
に
、「
く
ら

し
と
健
康
の
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

弁
護
士
に
よ
る
失
業
、
多
重
債
務
、

家
庭
問
題
等
の
法
律
相
談
と
あ
わ
せ

て
、
保
健
師
に
よ
る
心
身
の
健
康
相
談

を
行
う
も
の
で
す
。
完
全
予
約
制
で
す

の
で
、
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

◯
令
和
８
年
９
月
の
毎
週
金
曜
日

　
4
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

◯
令
和
８
年
12
月
の
毎
週
金
曜
日

　
4
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

◯
令
和
９
年
3
月
の
毎
週
金
曜
日

　
5
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

■
場
所　

　
上
田
合
同
庁
舎

　
（
上
田
市
材
木
町
１
‐
２
‐
６
）

■
対
象

　

失
業
、
倒
産
、
多
重
債
務
、
家
庭
問

　
題
等
に
よ
り
、
眠
れ
な
い
、
気
力
が

　
湧
か
な
い
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
等

　
の
健
康
不
安
が
あ
る
方
。

く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

〈広告欄〉

お墓 Q & A　◇ 各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

Q. 戒名や法名は、いつ頃までに墓誌に刻めばいいの？

A.「この日までに」という決まりはありません。ご家族・関係者で

相談して決めてください。一般的には、四十九日・百ヵ日・一周

忌等の法要やお盆、お彼岸等にあわせて刻まれることが多いです。

◇  霊 園 は 当 社 が 一 括 管 理 し て い ま す の で 、 見 学
　 も 自 由 で す 。 お 気 軽 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。

■
内
容　

　
法
律
相
談
と
健
康
相
談

　
（
１
組
60
分
以
内
）

■
申
込
・
問
合
せ　

　

開
催
日
3
日
前
ま
で
に
上
田
保
健
福

祉
事
務
所　

健
康
づ
く
り
支
援
課
に
連

絡
し
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
時
間

　
平
日
9
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で

■
そ
の
他　

・
参
加
費
は
無
料
で
す
。

・
匿
名
で
の
相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
申
込
時
に
相
談
の
概
要
を
お
聞
き
し

　
ま
す
。
内
容
や
利
益
相
反
等
に
よ
り

　
担
当
弁
護
士
が
相
談
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
な
い
場
合
は
、
日
程
調
整
を

　
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

長
和
町
精
神
障
が
い
者

家
族
会　

～ 

入
会
の
ご
案
内 
～

問 

保
健
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
係

☎ 

68
・
３
４
９
４　
　
　

    　

    

　

長
和
町
精
神
障
が
い
者
家
族
会
は
、

平
成
17
年
10
月
に
発
足
し
、
現
在
は
11

世
帯
が
加
入
し
て
お
り
、
家
族
同
士
で

近
況
を
語
り
合
い
、
日
頃
の
悩
み
を
分

か
ち
合
う
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
具
体
的
に
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い

　
ま
す
か
？

A
障
が
い
に
関
す
る
制
度
や
社
会
資
源

　
に
つ
い
て
学
ぶ「
学
習
会
」を
は
じ
め
、

　

家
族
同
士
の
交
流
を
深
め
る　
「
懇

　

親
会
」、
ま
た
親
睦
を
深
め
る
「
忘

　

年
会
」
や
「
お
花
見
」
な
ど
、
年
間

　
4
回
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
集
ま
り
で
は
、
自
分
の
こ
と
を
詳
し

　
く
話
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
？

A
無
理
に
話
さ
な
く
て
も
、
他
の
方
の

　

お
話
を
聴
く
だ
け
の
参
加
で
も
大
丈

　
夫
で
す
。

Ｑ
毎
回
す
べ
て
の
活
動
に
参
加
し
な
け

　
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
？

A
ご
自
身
の
都
合
や
体
調
に
合
わ
せ
て
、

　

来
ら
れ
る
時
だ
け
気
軽
に
参
加
し
て

　
い
た
だ
け
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

■
対
象
者

　
町
内
在
住
の
精
神
障
が
い
（
ま
た
は

　
そ
の
疑
い
）
の
あ
る
ご
家
族

■
年
会
費

　
１
，
０
０
０
円

※
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度 

あ
す
な
ろ

の
会（
自
死
遺
族
交
流
会
）

上
田
会
場
の
ご
案
内

問 

上
田
保
健
福
祉
事
務
所　

 　

  

健
康
づ
く
り
支
援
課 

保
健
師

☎ 

25
・
７
１
４
９　

  　

    　

    

　

大
切
な
家
族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た

あ
と
、
誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
思

い
や
、
言
葉
に
な
ら
な
い
気
持
ち
を
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
。
あ
す
な
ろ
の
会（
自

死
遺
族
交
流
会
）
上
田
会
場
は
、
家
族

を
自
死
に
よ
り
失
わ
れ
た
家
族
が
集
い
、

同
じ
体
験
を
さ
れ
た
方
々
と
安
心
し
て

気
持
ち
を
語
り
合
い
、
わ
か
ち
あ
う
場

で
す
。

■
日
時

　
令
和
８
年
10
月
15
日
（
木
）・

　
令
和
９
年
２
月
18
日
（
木
）

　
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

　
（
受
付
：
13
時
15
分
か
ら
）

■
会
場

　
上
田
市
内

　
（
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
く
た
め
、

　
申
込
者
に
詳
細
を
お
伝
え
し
ま
す
）

■
対
象
者

　
家
族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方

　
（
自
死
さ
れ
た
方
の
親
・
配
偶
者
・

　
き
ょ
う
だ
い
・
子
）

※
右
記
以
外
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
内
容

①
受
付 

②
会
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

　

会
で
の
こ
と
は
他
で
は
話
さ
な
い
・
話

　

し
た
く
な
い
時
は
話
さ
な
く
て
よ
い
等

③
わ
か
ち
あ
い 

④
参
加
し
て
の
感
想
等 

⑤
そ
の
他
（
自
死
遺
族
支
援
に
関
す
る

　
情
報
提
供
等
） 

■
費
用

　
無
料

■
そ
の
他

・ 

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。 

・ 

県
内
の
他
地
域
（
長
野
、佐
久
、伊
那
、

　

松
本
、
飯
田
）
で
開
催
さ
れ
る
あ
す

　
な
ろ
の
会
へ
の
参
加
も
可
能
で
す
。
※

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

依
田
窪
南
部
消
防
署　
予
防
係

☎ 

68
・
０
１
１
９  　
　
　

   　

    

　
　
　
　

　
救
急
車
は
、
１
１
９
番
通
報
を
受
け

て
か
ら
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
、
平

均
で
約
９
．
８
分
か
か
り
ま
す
。

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
「
空
白

の
時
間
」
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

あ
な
た
が
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
を

持
っ
て
い
た
ら
、
大
切
な
命
を
救
う
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
講
習
会
で
、
応
急
手
当
の
正
し

い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

※
上
級
救
命
講
習
は
、
普
通
救
命
講
習

　
の
内
容
に
加
え
て
、
子
ど
も
の
心
肺

　
蘇
生
法
・
搬
送
方
法
・
外
傷
の
手
当

　
等
の
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。
是
非

　
こ
の
機
会
に
受
講
し
て
み
て
は
い
か

　
が
で
す
か
。

　
講
習
を
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
修
了

証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　
９
月
13
日
（
日
）

　
９
時
か
ら
18
時
ま
で

　
講
習
時
間
：
８
時
間

　
昼
食
休
憩
：
１
時
間

上
級
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

■
場
所

　
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー　

　
中
央
公
民
館　
３
階
大
会
議
室

　
（
上
田
市
材
木
町
一
丁
目
２
番
３
号
）

※
自
動
車
で
お
越
し
の
方
は
、
総
合
駐

　
車
場
に
駐
車
で
き
ま
す
。

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
乗
り
合
わ

　
せ
等
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
講
習
内
容

　
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

　

を
含
む
）、
大
出
血
の
止
血
法
、
骨

　
折
の
手
当
な
ど

■
講
習
対
象

　
心
肺
蘇
生
法
等
の
応
急
手
当
に
興
味

　
が
あ
る
方

■
受
講
料

　
無
料

■
募
集
人
員

　
70
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

　
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
服
装
・
持
ち
物

　
マ
ス
ク
着
用
、実
技
の
で
き
る
服
装
、

　
筆
記
用
具
、
ハ
ン
カ
チ
、
昼
食
等

■
申
し
込
み

　
８
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、
依
田
窪
南

　

部
消
防
署
で
申
込
書
に
御
記
入
の
う

　
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　
災
害
発
生
時
等
で
、
中
止
と
さ
せ
て

　
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

　
御
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。
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知
ら
せ

町からのお知らせ
Town information

問 = 問い合わせ先　☎ = 電話番号　  　= メール 　　= ファクス番号

問 
保
健
福
祉
課　
福
祉
係

☎ 
75
・
２
０
７
４　

   　

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
８
月
に
所
得
状
況
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
届
は
、
８
月
以
降
も
引
き
続
き

受
給
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
も
の
で
、
現
在
受
給
中
の
方
に
は
必

要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
の
ご
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

提
出
が
な
い
場
合
は
８
月
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
８
月
７
日
（
金
）
～
９
月
４
日
（
金
）

　
※
厳
守
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届
の
提
出
の
お
願
い

〈広告欄〉

問 

保
健
福
祉
課　
子
育
て
支
援
係

☎ 

75
・
２
０
６
９　
　
　

 
 　

　

 

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ま
へ
、
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す
。

　

毎
年
８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
現

況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
は
、
受
給
資
格
や
所
得
状

況
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き

で
す
。
現
在
、手
当
が
支
給
停
止
と
な
っ

て
い
る
方
も
提
出
が
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
方
へ
は
、
７
月
下
旬
に
書

類
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
お
手
元
に

届
い
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
「
児
童
手
当
」
と
は
別
の
制
度
で
す

　
「
児
童
扶
養
手
当
」
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
方
を
対
象

と
し
た
手
当
で
す
。

　
全
て
の
児
童
（
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
子
）
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
る
「
児
童
手
当
」
と

は
異
な
る
制
度
で
す
の
で
、
混
同
し
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当 

現
況
届

の
提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

●
大
切
な
ご
案
内

　
提
出
が
な
い
場
合
、
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
期
限
ま
で

に
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
11

月
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
お
送
り
し
た
通
知
を

ご
確
認
の
う
え
、
必
ず
期
限
ま
で
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
期
限

　
８
月
31
日
（
月
）
ま
で

問 

公
益
社
団
法
人　
　
　
　　

日
本
煙
火
協
会　
事
務
局　

☎ 

03
・
５
６
５
２・７
８
５
５ 

　
毎
年
、
お
も
ち
ゃ
花
火
の
誤
っ
た
使

用
方
法
に
よ
る
火
災
、
負
傷
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
花
火
を
取
扱

う
際
は
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
安

全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
左

記
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 お

も
ち
ゃ
花
火
は
ル
ー

ル
を
守
っ
て
取
扱
い
ま

し
ょ
う
！

日本煙火協会
ホームページ

〈広告欄〉

総合建設業　不動産業　建築設計事務所
土地探しから建築まで

株式会社モリケン
TEL 0268-68-2225(代) FAX 0268-68-2196

[URL]http://www.moriken-motto.com [E-mail]mail-info@moriken-motto.com

◎建築 不動産 無料相談開設中 M-ONE HOME
エムワン・ホーム◯住宅地　　長和町古町地区　　①439㎡（農地転用必要）

　　　　　　　　　　　　　　　②401㎡（　　 〃　　  ）
　　　　　　　　　　　　　　　③723㎡（　　 〃　　  ）
　　　　　　　　　　　　　　　④743㎡（宅地）
　　　　　　上田市武石沖地区　①499㎡（雑種地）
◯中古住宅（有）

地震に強い家

小県郡長和町古町410-1

不
動
産
情
報

　　　　　　　　　　　　　　

問 

小
諸
年
金
事
務
所　
　
　
　

☎ 

０
２
６
７
・
22
・
１
０
８
２

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険

料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度

(

50
歳
未
満
）」、
20
歳
以
上
の
学
生
さ

ん
に
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」、
妊
婦

の
方
に
は
「
産
前
産
後
期
間
の
免
除
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
小
諸
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除

等
の
申
請

問 

長
野
県
環
境
部
資
源
循
環
推
進
課

☎ 

０
２
６・
２
３
５・７
１
８
１   　

  

　
長
野
県
で
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
を
目

的
と
し
た
「
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
県

残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

30
・
10
運
動 

宴
会
た
べ

き
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
の
取
組
を

行
っ
て
く
だ
さ
る
お
店
を
、
県
が
協
力

店
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
宴
会
で
食
べ
残
し
を
し
な
い
よ
う
呼

び
か
け
て
い
た
だ
く
「
30
・
10
（
さ
ん

ま
る
・
い
ち
ま
る
）
運
動
」
も
、
取
組

の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　
心
を
込
め
て
作
っ
た
お
料
理
を
お
客

様
に
残
さ
な
い
で
召
し
あ
が
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
協
力
店
に
登
録
し
ま
せ

ん
か
？

　
登
録
い
た
だ
き
ま
す
と
、
長
野
県
魅

力
発
信
ブ
ロ
グ
「
え
こ
す
た
（
Ｅ
ｃ
ｏ 

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
）
信
州
！
」
に
情
報
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
申
込
み
は
県
庁
資
源
循
環
推
進
課

ま
た
は
管
轄
す
る
地
域
振
興
局
環
境
担

当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
県
民
運
動
～

ｅ
‐
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」
協
力
店
）
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

協
力
店
の
皆
様
の
各
取
組
情
報
は
、

長
野
県
魅
力
発
信
ブ
ロ
グ
「
え
こ
す
た

（
Ｅ
ｃ
ｏ 

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
）
信
州
！
」
よ

り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

協力店の一覧
こちらから

各取組情報は
こちらから

民
運
動
～
ｅ
‐
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」
の

一
環
と
し
て
、
宴
会
料
理
の
食
べ
残
し

を
出
さ
な
い
呼
び
掛
け
を
行
う
「
残
さ

ず
食
べ
よ
う
！
30
・
10
運
動 

宴
会
た

べ
き
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
「
30
・
10
運
動
」
は
「
乾
杯
後
の
30

分
間
と
お
開
き
前
の
10
分
間
」
は
、
自

分
の
席
で
料
理
を
楽
し
ん
で
食
べ
残
し

を
減
ら
す
と
い
う
、
食
品
ロ
ス
削
減
に

繋
が
る
環
境
に
や
さ
し
い
取
組
で
す
。

　
楽
し
い
宴
会
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た

と
き
、ふ
と
テ
ー
ブ
ル
の
上
を
見
る
と
、

「
お
料
理
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
！
」
な

ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
そ
ん
な
「
も
っ
た
い
な
い
」
食
べ
残

し
を
減
ら
す
た
め
、
宴
会
の
際
は

「
30
・
10
運
動
」
を
取
り
入
れ
て
料
理

を
美
味
し
く
最
後
ま
で
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
！

■
「
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
県
民
運
動

　
〜
ｅ
‐
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」
協
力
店

　
を
募
集
し
ま
す



日 月 火 水 木 金 土
26 27 28 29 30 31 １ＳＴＫ興業 清水設備 長門興業 山常 小山産業 羽田組 安田組

保健センター開放日

（再）令和８年度
和田小学校音楽会（前編）

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８金井組 信越工業 ＳＴＫ興業 清水設備 長門興業 山常 小山産業

保健センター開放日
（再）令和８年度

和田小学校音楽会（後編） （再）和田保育園くま組土粘土体験

９ 10 11 12 13 14 15羽田組 安田組 金井組 信越工業 ＳＴＫ興業 清水設備 長門興業

保健センター開放日

長野県知事選挙（文字放送） （再）ながと保育園
ひまわり組土粘土体験 長門小 2年生　竹水鉄砲づくり 和田保育園　夏祭り会 ながと保育園

夏の収穫祭・夏祭り会
【生中継】第 78回諏訪湖祭

湖上花火大会

16 17 18 19 20 21 22山常 小山産業 羽田組 安田組 金井組 信越工業 ＳＴＫ興業

保健センター開放日 子育て相談

CKD（慢性腎臓病）予防講演会 （再）福祉ふれあいフェスタ

23 24 25 26 27 28 29清水設備 長門興業 山常 小山産業 羽田組 安田組 金井組

保健センター開放日 乳児健診・股関節検診
１歳６か月児健診

（再）長門小 2 年生竹とんぼづくり まちのわだい

30 31 １ ２ ３ ４ ５信越工業 ＳＴＫ興業 清水設備 長門興業 山常 小山産業 羽田組

保健センター開放日

第 42回ふる里和田宿宿場まつり ９月定例会開会（9：30 ～
生中継予定）　まちのわだい

（再）長門小 2 年生
竹水鉄砲づくり （再）和田保育園 夏祭り会

暮らしのカレンダー

August

母子保健ガイド
事 業 名 対 象 場　所 時　間 内　容

両親学級 妊婦とその夫

保健福祉
総合センター

  9:30 〜 出産・子育ての準備
育児学級（前期） 3 〜 5 ヶ月児   9:30 〜 離乳食講習会
育児学級（中期） 7 〜 8 ヶ月児   9:30 〜 離乳食講習会
乳児健診 4・7・10 ヶ月児 13:00 〜 子どもの成長発達を確認
幼児健康相談 1.0 〜 1.3 歳児   9:30 〜 お誕生健診
1.6 歳児健診 1.6 〜 1.8 歳児 13:00 〜 子どもの成長発達を確認
3 歳児健診 3.0 〜 3.2 歳児 12:30 〜 子どもの成長発達を確認
2 歳児歯科健診 2.0 〜 2.2、2.6 〜 2.8 歳児 12:50 〜 むし歯予防健診
保健センター開放日 妊婦・乳幼児 9:30 〜 11:30 身長・体重測定・育児相談等
子育て相談 未就園児・在園児 9:00 〜 16:00 ことばの相談、発達についての相談（予約制）

� 保健福祉課 健康づくり係　
　　☎ 68-3494（係直通）

長和町一般廃棄物
　処理場について

● 開場日
　 毎週火 ･ 土・日曜日

● 開場時間
　 午前 8 時 30 分

　　　〜 午後 4 時

● 処理場連絡先
　 ☎ 68-4120

※ 注意事項
　入場時には、「一般廃棄
物処理場利用券」をを必ず
職員に提示してください。

美

� 住民生活課
　 環境温暖化対策係　

☎ 75-2081（係直通）

処 理 場 持 込
可 能 日

生 ご み

ビ ン・ カ ン
危 険 ご み 等

可 燃 ご み

プラスチック 類 
ペ ット ボト ル
発泡ｽﾁﾛｰﾙ類等
新 聞 ･  古 布 
ダンボール等

美化センター
展示物販売日

水道緊急当番店 � 産業建設課 上下水道係
☎ 75-2090（係直通）水道

８８月月

税

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

税

税

　　  今月の納税など
８月 31 日（月）
　町県民税　              ２期分
　国民健康保険税  　　　２期分
　保育料                     ８月分
　町営住宅家賃  　　　   ８月分
　入所負担金　　　        ７月分
　配食サービス等利用料  ７月分
8 月 25 日（火）
　介護保険料　　　     ５期分
  後期高齢者医療保険料　２期分

▼口座振替不能分の再振替▼  
８月 18 日（火）
　固定資産税　　         　 ２期分
  国民健康保険税　　　　１期分
　保育料　　　  　    　    ７月分
　テレビ施設使用料　６・７月分
　町営住宅家賃  　　　　   ７月分
　入所負担金　　　  　     ６月分
　配食サービス等利用料     ６月分
８月 31 日（月）
　水道使用料　　　　　５・６月分
※期限内納税にご協力ください。口座振
替の方は前日までに預金残高をご確認
ください。また、町税などについて納め
忘れのある方は、至急お納めください。

ゆいねっと番組表

� 長和町情報館 ☎ 68-2000

特集ながわ
  8:30 〜、12:30 〜
17:00 〜、21:00 〜

町のわだい
  8:30 〜、10:00 〜
12:30 〜、17:00 〜
19:00 〜、21:00 〜

生 中 継
そ の 他 適宜お知らせします

※ 都合により番組の内容を変更   
    することがあります。

税

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道 水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

	

	

町 内
全 域

町 内
全 域

町 内
全 域

町 内
全 域

町 内
全 域

町 内
全 域

町 内
全 域

町 内
全 域

町 内
全 域

町 内
全 域

	 町 内
全 域

町 内
全 域

美

工 事 店 名 電　話　番　号
（有）信越工業 68 ー 2666
（株）ＳＴＫ興業 68 ー 4354
（有）清水設備 68 ー 3050
（有）長門興業 68 ー 2517
（株）山常 090 − 1423 － 0246
（株）小山産業 88 ー 2045

（株）羽田組 88 ー 2012
（夜間）090 − 2474 ー 2254

（株）安田組 ６８ー２０７０
（夜間 ･ 土日）090-9664-4951

（株）金井組 ６８ー２１３７
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町からのお知らせ
Town information

問 = 問い合わせ先　☎ = 電話番号　  　= メール 　　= ファクス番号

問 

依
田
窪
南
部
消
防
署　
予
防
係

☎ 

68
・
０
１
１
９  　
　
　

   　

    

　

夏
は
、
夏
休
み
、
海
水
浴
、
お
盆
な

ど
家
庭
で
の
行
事
が
重
な
り
、
火
の
元

が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

毎
年
、
線
香
、
花
火
、
ま
た
は
天
ぷ

ら
油
な
ど
を
原
因
と
す
る
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
お
盆
は
先
祖
を
供
養
す
る
大
切
な
行

事
で
す
が
、
お
仏
壇
や
お
墓
な
ど
で
火

を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
ろ
う

そ
く
や
線
香
な
ど
か
ら
供
花
や
供
物
を

十
分
に
離
し
、
燃
え
移
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
花
火
を
す
る
際
は
、
風
が
強
い
時
は

控
え
て
い
た
だ
き
、
近
く
に
燃
え
や
す

い
物
が
な
い
場
所
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

事
前
に
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用

意
し
、
遊
び
終
わ
っ
た
ら
水
に
浸
け
完

全
に
消
火
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
天
ぷ
ら
な
ど
の
揚
げ
物
を
し

て
い
る
時
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ

う
に
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ

う
。

　

お
出
掛
け
前
、
お
や
す
み
前
に
は
、

ろ
う
そ
く
の
火
や
線
香
が
消
え
て
い
る

か
な
ど
、
火
の
元
の
点
検
を
忘
れ
ず
に

行
い
、火
災
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

夏
の
火
災
予
防

〈広告欄〉

問 

長
野
県
環
境
部　

  　
　
　　

 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課　
　　

☎ 

０
２
６・
２
３
５・７
０
２
２      

　
長
野
県
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
“
無

理
な
く
賢
く
”
利
用
す
る
夏
の
「
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ
省
エ
ネ
」
運
動
を
９
月
30
日
ま

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
や
事
業
所
に
お
い
て
、「
我

慢
」
せ
ず
、
暮
ら
し
を
「
工
夫
」
し
、

１
つ
で
も
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
省
エ
ネ
に
取
り

組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

夏
の
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
省

エ
ネ
」
運
動長野県

ホームページ

　
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
省
エ
ネ
」
の
家
庭
向

け「
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ
」の
取
組
で
あ
る
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
、
暑
さ
の
本
格
化

を
前
に
、
地
域
や
ま
ち
な
か
で
気
軽
に

涼
を
共
有
で
き
、
家
庭
の
省
エ
ネ
に
つ

な
が
る
「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
」

の
登
録
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
は
ぜ
ひ
、
身
近
な
「
ク
ー
ル

シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
」
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
！問 

警
察
本
部　
生
活
安
全
企
画
課

☎ 

０
２
６・
２
３
３・
９
１
１
０　

      

　
夏
休
み
期
間
中
、
子
供
た
ち
は
、
学

校
生
活
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
気
持
ち
が

開
放
的
に
な
り
、
夜
遅
く
ま
で
遊
ん
だ

り
、
興
味
本
位
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
て
、
殺
人
・
誘
拐
・

闇
バ
イ
ト
な
ど
の
重
大
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
使

　
い
方
は
家
庭
で
ル
ー
ル
を
決
め
る

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
は
、
必
ず
フ
ィ

　
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用
す
る

・
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
含
む
交
流
サ

　
イ
ト
『
Ｓ
Ｎ
Ｓ
』
内
で
知
り
合
っ
た

　
人
と
会
わ
な
い

な
ど
家
庭
内
で
ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
に
つ

い
て
よ
く
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
非
行
は
、子
供
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
で
す
。

　
　

　
少
年
の
被
害
・
非
行
を
防
止
す
る
た

め
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
な
ど
社
会
全

体
が
一
体
と
な
っ
て
『
非
行
少
年
を
生

ま
な
い
社
会
づ
く
り
』
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

青
少
年
の
被
害
・
非
行

防
止

お
知
ら
せ

問 

警
察
本
部　
山
岳
安
全
対
策
課

☎ 

０
２
６・
２
３
３・
０
１
１
０　

      

　
夏
山
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
長

野
県
内
の
山
は
、
例
年
多
く
の
登
山
者

が
訪
れ
ま
す
。
し
か
し
、
山
岳
遭
難
も

多
く
、
昨
年
は
、
七
月
・
八
月
の
二
ヶ

月
間
で
一
四
三
件
の
遭
難
が
発
生
し
、

遭
難
者
は
、
死
者
六
人
、
負
傷
者

七
十
五
人
、
無
事
救
出
七
十
三
人
の
計

一
五
四
人
に
上
り
ま
す
。

　

登
山
者
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
体
力
・

技
術
に
合
っ
た
山
を
選
び
、
次
の
点
に
注

意
し
て
安
全
な
登
山
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
日
程
や
登
山
コ
ー
ス
、
危
険
箇
所
の

　
確
認
な
ど
を
、
参
加
者
全
員
で
話
し

　
合
っ
て
し
っ
か
り
と
計
画
を
立
て
ま

　
し
ょ
う
。
ま
た
、
入
山
前
か
ら
気
象

　
情
報
を
把
握
し
、
天
候
の
判
断
を
誤

　
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
事
前
に
「
登
山
計
画
書
」
を
作
成
し
、

　
長
野
県
に
提
出
す
る
ほ
か
、
家
族
や

　
職
場
と
行
動
予
定
を
共
有
し
て
お
き

　
ま
し
ょ
う
。

③
入
山
に
備
え
て
日
頃
か
ら
ト
レ
ー
ニ

　
ン
グ
を
行
い
、
体
調
を
万
全
に
し
て

　
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
入
山
前
に

　
体
調
に
不
安
が
あ
る
場
合
に
は
、
登

　
山
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

夏
山
遭
難
防
止

問 

住
民
生
活
課　
　
　

環
境
温
暖
化
対
策
係

☎ 
75
・
２
０
８
１   　

      

　
長
和
町
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
が

左
記
の
期
間
休
業
と
な
る
こ
と
か
ら
し

尿
の
受
入
が
で
き
ま
せ
ん
。
く
み
取
り

依
頼
を
す
る
時
は
余
裕
を
も
っ
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

■
休
業
日

　
８
月
13
日
（
木
）
か
ら
16
日
（
日
）

し
尿
受
入
休
業
の
お
知

ら
せ
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支
援
制
度

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
ご
案
内問 

保
健
福
祉
課　
　
　

介
護
高
齢
者
支
援
係

☎ 

75
・
２
０
７
９  　

　
「
か
か
り
つ
け
医
」
や
「
持
病
」
な
ど

の
医
療
情
報
や
緊
急
の
連
絡
先
情
報
を

記
載
し
た
用
紙
を
専
用
の
容
器
に
入

れ
、
自
宅
に
保
管
し
て
お
く
こ
と
で
、

緊
急
時
に
迅
速
な
救
命
活
動
が
行
え
ま

す
。

■
対
象
者

　
単
身
高
齢
者
、
高
齢
者
世
帯
、
虚
弱

　
等
の
方

■
配
布
物　

①
医
療
情
報
等
を
記
載
し
た
用
紙
を
入

　
れ
る
専
用
の
筒

②
キ
ッ
ト
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
示

　
す
マ
グ
ネ
ッ
ト
（
冷
蔵
庫
前
扉
等
へ

　
の
貼
付
用
）

③
キ
ッ
ト
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
示

　
す
シ
ー
ル
（
玄
関
ド
ア
内
側
等
へ
の

　
貼
付
用
）

　
緊
急
時
、
救
急
隊
の
方
に
よ
る
早
急

か
つ
適
切
な
対
応
を
可
能
に
し
て
い
ま

す
。

■
費
用

　
無
料

❶

❷❸

長
和
町
エ
ア
コ
ン
設
置

促
進
事
業
補
助
金

問 
保
健
福
祉
課　
福
祉
係

☎ 
75
・
２
０
７
４　

  　

　

近
年
の
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
リ
ス
ク

増
加
を
踏
ま
え
、
町
民
の
命
と
健
康
を

守
る
た
め
、
生
活
保
護
世
帯
及
び
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
エ
ア
コ
ン
設
置
等
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
世
帯

　

エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
世
帯
で
か
つ
、

次
の
い
ず
れ
か
の
世
帯
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

①
申
請
日
に
お
い
て
、
生
活
保
護
受
給

　
世
帯
と
確
認
で
き
た
世
帯
（
保
護
停

　
止
中
の
世
帯
を
含
み
、
生
活
保
護
制

　
度
に
お
い
て
冷
房
器
具
の
購
入
に
要

　
す
る
費
用
が
支
給
で
き
る
世
帯
を
除

　
く
。）

②
申
請
日
に
お
け
る
世
帯
員
全
員
が
、

　

申
請
日
の
属
す
る
年
度
に
住
民
税
が

　

非
課
税
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

　
世
帯
（
①
の
世
帯
を
除
く
。）

■
対
象
設
備　

　

補
助
対
象
者
の
居
住
す
る
住
宅
に
対

し
て
１
台
の
設
備
を
補
助
対
象
と
す
る
。

　

た
だ
し
、
居
住
す
る
住
宅
に
次
に
掲

げ
る
設
備
の
う
ち
、
稼
働
可
能
な
設
備

が
あ
る
場
合
は
、
補
助
対
象
と
し
な
い
。

①
家
庭
用
品
質
表
示
法
施
行
令
に
規
定

さ
れ
る
「
エ
ア
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
」

の
う
ち
、
以
下
に
掲
げ
る
設
備

ア　
壁
掛
け
型
エ
ア
コ
ン

イ　
床
置
き
型
エ
ア
コ
ン

ウ　
ウ
イ
ン
ド
エ
ア
コ
ン
（
窓
用
）

エ　
ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
ア
コ
ン

②
室
温
を
下
げ
る
た
め
、
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
直
接
給
電
す
る
電
気
冷
風
機
及
び

ペ
ル
チ
ェ
式
ク
ー
ラ
ー
（
充
電
式
の
も

の
を
除
く
）

■
給
付
額　

①
生
活
保
護
受
給
世
帯

　
上
限
７
３
，
０
０
０
円

②
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
上
限
４
８
，
０
０
０
円

■
申
請
方
法　

　

申
請
書
、
添
付
書
類
の
提
出
は
設
置

前
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
を
希
望
さ

れ
る
方
は
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
住
民
税
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方

　

で
、
対
象
世
帯
と
思
わ
れ
る
方
に
つ

　

き
ま
し
て
は
、
住
民
税
の
申
告
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
期
限　

　
10
月
30
日
（
金
）

腎
臓
機
能
障
が
い
及
び

特
定
疾
患
治
療
通
院
費

補
助
に
つ
い
て

問 

保
健
福
祉
課　
福
祉
係

☎ 

75
・
２
０
７
４　

  　

　

長
和
町
で
は
腎
臓
機
能
障
が
い
及
び

特
定
疾
患
治
療
の
た
め
に
通
院
を
さ
れ

て
い
る
方
に
対
し
、
通
院
費
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
に
該
当
す
る

　

腎
臓
機
能
障
が
い
を
有
し
、
現
に
血

　
液
透
析
を
受
け
て
い
る
方 　

②
国
の
難
病
対
策
に
指
定
さ
れ
て
い
る

　

疾
患
の
治
療
の
た
め
に
通
院
さ
れ
て

　
い
る
方

③
県
が
発
行
し
た
特
定
疾
患
医
療
受
給

　

者
証
及
び
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

　

受
給
券
の
所
持
者
で
そ
の
疾
患
の
た

　
め
に
通
院
さ
れ
て
い
る
方

■
補
助
限
度
額　

　
１
ヶ
月
８
，０
０
０
円
を
限
度
と
す
る
。

■
そ
の
他　

　

令
和
７
年
度
後
期
分
の
補
助
を
受
け

ら
れ
た
方
及
び
申
し
出
の
あ
っ
た
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
下
旬
に
申
請
書
類

を
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
の
う

え
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
該

当
と
思
わ
れ
る
方
で
申
請
書
類
が
届
か

な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
が
わ
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
お
ひ
さ
ま
」

が
、
育
児
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
！

問 

長
和
町
社
会
福
祉
協
議
会 　

 

支
え
合
い
サ
ポ
ー
ト　
　

 　

☎ 

88
・
３
８
１
０　

 　
　
　
　

問 

保
健
福
祉
課　
子
育
て
支
援
係

☎ 

75
・
２
０
６
９　

  　
　

  　

　
「
急
な
用
事
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
」「
た

ま
に
は
一
人
の
時
間
が
欲
し
い
」「
子
ど

も
を
預
け
て
病
院
に
行
き
た
い
」
…
そ

ん
な
時
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？
長
和
町
に

は
、
子
育
て
中
の
ご
家
族
を
応
援
す
る

頼
れ
る
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

な
が
わ
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お

ひ
さ
ま
」
は
、
地
域
で
子
育
て
を
頑
張

る
皆
様
を
応
援
す
る
た
め
に
、
お
子
様

の
一
時
預
か
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
急
な
用
事
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
病
院
に
行
き
た
い
時
、

ち
ょ
っ
と
し
た
お
出
か
け
ま
で
、
様
々

な
シ
ー
ン
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
「
お
ひ
さ
ま
」
の
ご
利
用
案
内　

■
対
象
者

　

町
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
利

　
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
※
事
前
に
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

■
利
用
時
間

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

　
９
時
30
分
か
ら
16
時
（
原
則
） 

※
祝
祭
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～

　
１
月
３
日
）
は
お
休
み
で
す
。 

※
右
記
時
間
外
で
も
対
応
可
能
な
場
合

　

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ

　
い
。

■
利
用
料
金
（
お
礼
）

　
１
時
間 

５
０
０
円

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
方
に
直
接
お

　
渡
し
く
だ
さ
い
。

◎
長
和
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
利
用
料　

　
補
助
制
度
の
ご
案
内　

　

長
和
町
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
皆
様

を
支
援
す
る
た
め
、「
な
が
わ
子
育
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
『
お
ひ
さ
ま
』」
の
利
用
料

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
補
助
内
容

　
お
子
様
１
人
に
つ
き
、利
用
料（
お
礼
）

　
の
５
分
の
２
の
額
を
補
助
し
ま
す
。

※
月
額
上
限
が
あ
り
ま
す
。

※
年
度
末
年
齢
満
３
歳
ま
で
で
保
育
園

　
等
を
利
用
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、

　
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
利
用
料
補
助
金
」

　

と
併
せ
て
「
家
庭
保
育
保
護
者
支
援

　
補
助
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
支
え
合
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
「
お
ひ
さ
ま
」
の
利
用
・
登
録

　
に
つ
い
て
）　

　
長
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
利
用
料
補
助
制
度

　
に
つ
い
て

　
保
健
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係
ま
で

　

な
が
わ
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お

ひ
さ
ま
」
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
く

れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
関
心
の

あ
る
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈広告欄〉

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
介
護
高
齢
者
支

援
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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●広報ながわの俳句・川柳・短歌の投稿締切は、毎月15日です。
　（15 日が閉庁日の場合、翌開庁日が提出期限日）
　翌月号に掲載します。一人二首まで、未発表のものを提出してください。
　提出先は、長和町役場 総務課情報管理係（長和町古町４２４７番地１、　
　☎ 75・２０４３、ＦＡＸ 68・４１３９）までご投稿ください。
　また投稿の際には、必ず氏名・住所・電話番号の明記をお願いいたします。
　なお、投稿いただいた俳句・短歌・川柳は原文のまま掲載していますので
　ご承知おきください。

一い
ち
り
ゅ
う

流
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
努
力
す
る

櫻
井　

康
玖

物
価
高
鎮し

ず

め
る
転て

ん
き機

見
え
ぬ
ま
ま

櫻
井　

康
玖

雨
上
り
見
下
ろ
す
カ
ラ
ス
夏
野
菜

山
口　

か
ね
子

チ
ャ
ー
チ
ャ
ン
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
つ
か
れ
た
よ

工
藤　

常

う
ま
い
み
ず
ど
こ
え
行
っ
た
ら
の
め
る
か
な

工
藤　

常

夏
草
や
年
寄
達
の
汗
の
あ
と

源　

苦
労
吉
常

美
し
き
山
々
な
が
め
す
ば
ら
し
く
自
然
の
山
は
み
ど
り
あ
り
な
り

竜
野　

桂
子

山
あ
り
て
は
っ
ぱ
の
木
々
に
風
あ
り
て
大
き
な
木
々
は
す
ば
ら
し
き
か
な

竜
野　

桂
子

思
い
出
は
嫌
な
事
さ
え
懐
か
し
く
脱
脂
粉
乳
Ｄデ

ィ
Ｄデ

ィ
Ｔテ

ィ

も

龍
野　
つ
る
子

な
が
わ
歌
壇

カ
ン
高
い
キ
ジ
の
鳴
き
声
な
わ
ば
り
か

小
林　

繁
太

遠
雷
や
甘
い
香
り
の
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ム
ー
ン

山
口　

か
ね
子

長和町社会福祉協議会　  ☎ 88 − 3069
支え合いサポート事業　  ☎ 88 − 3

サ ポ ー ト

810

◆ 

心
配
ご
と
相
談
日

期
日　
８
月
19
日
（
水
）

時
間　
午
前
９
時
か
ら
12
時

場
所　
長
和
町
役
場

※
司
法
書
士
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
午
前
10
時
か
ら
正
午
）

◆ 

結
婚
相
談
日

期
日　
８
月
23
日
（
日
）

時
間　
午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分

場
所　
役
場
１
階　
第
２
会
議
室

※
会
場
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◆ 

子
育
て
応
援

　

あ
り
が
と
う
市
『
こ
ど
も
服
・

子
供
用
品
あ
げ
る
、
も
ら
う
』
を

開
設
中

時
間　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　
　
９
時
か
ら
16
時

　
　

  （
祝
祭
日
は
除
く
）

場
所　
和
田
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　

6
月
15
日
（
月
）
和
田
小
学
校
の
1
、

2
年
生
6
名
の
皆
さ
ん
と
2
名
の
引
率
の

先
生
が
、
遠
足
で
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
熊
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
た
め
、
当

初
の
予
定
を
変
更
し
て
施
設
内
の
見
学

と
、
昼
食
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
曇
り
の
お
天
気
で
風
も
あ
り
、
肌
寒
さ
を

感
じ
る
様
な
日
で
し
た
が
、
児
童
の
皆
さ
ん

の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
外
で
食
べ
た

い
！
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
で
、
正
面
玄
関
で

の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
さ
ん
の
楽
し
い
声
に
、
私
た
ち

職
員
も
ホ
ッ
と
癒
さ
れ
る
ひ
と
と
き
で
し

た
。 和

田
小
学
校
の
１
、２
年

生
が
施
設
訪
問
に
や
っ
て

き
ま
し
た

　

６
月
16
日
（
火
）、
25
日
（
木
）
に
古

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
誰
も

が
お
た
っ
し
ゃ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
通
い
の
場
の

代
表
者
と
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、
お

た
っ
し
ゃ
サ
ポ
ー
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ゆ
い
ま
ー
る
の
皆
さ
ん
、
27
名
の
方
が
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
保
依
田
窪
病
院
の
理
学
療
法
士
の
山

﨑
健
一
氏
を
講
師
に
迎
え
、
３
月
に
通
い

の
場
の
交
流
会
で
出
ま
し
た
意
見
を
も
と

に
、
通
い
の
場
っ
て
お
茶
の
み
会
で
も
あ

る
け
れ
ど
地
域
の
情
報
共
有
の
場
で
あ
っ

た
り
、元
気
が
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
場
、

単
な
る
介
護
予
防
事
業
で
は
な
く
「
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
土
台
」
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
お
互
い
に
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
担
い
手
不
足
や
参
加
者
減
少
な
ど
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
お
手
玉
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
笑
い
合
い
な
が
ら
楽
し
み
ま

し
た
。
早
速
お
手
玉
を
使
っ
た
レ
ク
を
企

画
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。
通
い
の

場
で
お
手
玉
レ
ク
の
こ
と
を
知
り
た
い
な

ど
、
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も

社
協
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

誰
も
が
お
た
っ
し
ゃ

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
し
た

和田小学校　遠足

　
６
月
13
日
（
土
）
に
「
第
18
回
福
祉
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を
無
事
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
じ
め
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
8
月
に
配
布

さ
れ
ま
す
「
な
が
わ
社
協
だ
よ
り
特
別
版

31
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
と
て
も
楽
し

い
一
日
が
過
ご
せ
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

おたっしゃサポーター養成講座

に広告を掲載しませんか。
NAGAWANAGAWA

NAGAWA

　有料広告の掲載は、町の新たな財源を確保し、住民サービスの向上および活力ある
地域社会の実現を目的としております。連続して 12 ヶ月、広報ながわに広告を掲載
していただける場合は「広告掲載料の割引」ができます。
　詳細につきましては、役場総務課情報管理係までお気軽にお問い合わせください。

よこ　175 ｍｍ

た
て　
50
ｍ
ｍ

● お問い合わせ先　総務課情報管理係　☎ 0268-75-2043
　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail　koho@town.nagawa.nagano.jp
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著者著者

片見里足立アフェクション 小野寺　史宜

♯台所のあるところ 原田　ひ香

ブティック 池井戸　潤

最後までひとり暮らし 田村　セツコ

雨が降ったら 寺地　はるな

きれいな年の重ねかた 海原　純子

ビューティフルワースト 川瀬　七緒

虫のウラがわ図鑑 高岡　昌江

ギョウザくんとシュウマイちゃん 村上　しいこ

ことば医者 高橋　克弘

５さいからはじめる「いご」 藤沢　一就

大むかしの生物 大路　樹生 / 監

野菜と果物 丸尾　達 / 監

にゃんこかぞくおふろのじかん KORIRI

だより図書館
　　  今月のこの本どう？

８月
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

●休館日カレンダー　赤■は休館です

　身近な文具にこんな科学が隠れている ! 
メーカーに取材し、文具のしくみや素材の
違い、内部構造を、イラストや図とともに
解説する。親子で楽しめる文具の理科読本。

「科学でわかる！しくみのナゾ　
文具のヒミツ研究所」
■出版 : えほんの杜　
■著者：ステーショナリー科学ラボ

　どうして結婚はこんなに難しくなってし
まったのだろう。セクシュアリティ / ジェ
ンダー、金銭感覚、世代間格差、成育環境
…あらゆる価値観の対立の中で現代を生き
るわたしたちの祈りと叫び。

「多類婚姻譚」
　■著者：凪良　ゆう　　
　■出版：講談社

��  長和町図書館　☎ 68-4400

　 　　　新着本紹介

　8/19 まで小学校の夏休み、児童クラブの子ども
達が朝からふれあい館で過ごしています。図書室も
賑やかですがよろしくお願いします。　※お盆休み
中の 8/13 ～ 8/15 までは 9 時開館、17 時閉館と
なります。（8/16 は日曜日で休館です）

お知らせお知らせ

児童クラブ通信児童クラブ通信
 「七夕飾り」（長門児童クラブ）

▶エコールの蔵
書検索と予約は
こちらから

▶図書館ホーム
ページはこちら
から
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り  

長
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　

 

☎ 

71
・
０
９
０
３ 　
　
　

Ａ
ア ミ ュ レ ッ ト
ｍｕｌｅｔｔｅ

毎月、産後ママ・子育
てママ向けに身体に関
するお役立ち情報を
お 届 け し ま す。 是 非
チェックしてみてくだ
さい！

―お役立ち情報―

月 火 水 木 金 土 日
１

土曜日開館
９時 30 分〜12 時

２
休館日

３
水遊び

１0 時 30 分〜１１時

４
理学療法士の日
１０時〜12 時

５  ランチの日
水遊び

１0 時 30 分〜１１時

６  保健師の日
水遊び

１0 時 30 分〜１１時

７
水遊び

１0 時 30 分〜１１時

８ 
休館日

９
休館日

10　
水遊び

１0 時 30 分〜１１時

11
休館日

12
ランチの日

13 
盆休み

14
盆休み

15
休館日

16
休館日

17
絵本の時間

１１時〜１１時１０分

18 19  
ランチの日

20  保健師の日
お誕生月に

  手形をおそう

21 22
休館日

23
休館日

24 絵本の時間
１１時〜１１時１０分
31 絵本の時間
１１時〜１１時１０分

25 26
ランチの日

27
保健師の日

28 29
休館日

30
休館日

月・火・木・金曜日　9 時 30 分〜 12 時、13 時 30 分〜 16 時
水曜　ランチの日　9 時 30 分～ 16 時
　　  （ランチタイム 11 時 30 分～ 13 時）
木曜　保健師の日　10 時～ 12 時　
◎保健師不在の場合館内掲示にてお知らせ
第一土曜日　9 時 30 分〜 12 時

※イベントが変更または中止
になることもあります。情報
は館内に掲示するほかインス
タグラム等で随時お知らせし
ていきます。

ー長 和 町 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 　 利 用 時 間 ー

InstagramInstagram

26
お父さんの読み聞かせ

消防士さんに子どもの救急時の対応消防士さんに子どもの救急時の対応
の仕方を教えていただきました。の仕方を教えていただきました。

◎ 救急講座◎ 救急講座
七夕の工作を七夕の工作を
楽しみました。楽しみました。

◎ 七夕◎ 七夕

〇日　時：８月３日（月）～ 10 日（月）（４日は除く）　10 時 30 分～ 11 時 00 分
〇内　容：金魚すくい、ミストシャワーなど水遊びを楽しむ
　　　　　（水の中に入って遊ぶことはできません）
〇対象者：未就園のお子さんとその家族
〇持ち物：タオル、ぬれてもよい服装、着替え、水分など

水遊びのご案内

９月の土曜日開館は 5 日の
９:30 〜 12:00 です！

7月 7日（火）、毎年恒例の七夕飾りに子供達みんなの願い

を飾りました。「カナヘビを捕まえる名人になりますよう

に」「ダンスがうまくなりますように」「世界一足が速くな

れますように」「バスケの選手になれますように」「魔法使

いになれますように」などの願いから、「家族が元気で長生

きしますように」など、家族を思いやる心温まる内容もた

くさんありました。みんなの願いが叶いますように！

中学生がボランティアに

そそ
のの
他他
にに
もも
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3131

第
22
回

黒
耀
石
ふ
る
さ
と
祭
り

3030

No.103
　
『
オ
ブ
シ
デ
ィ
ア
ン
（obsidian)

』
と
は
、
英
語

で
黒
耀
石
と
い
う
意
味
。
黒
耀
石
の
代
表
的
な
原
産

地
は
、
我
が
町
の
和
田
峠
・
星ほ
し
く
そ
と
う
げ

糞
峠
を
は
じ
め
と
し

た
霧
ヶ
峰
・
八
ヶ
岳
一
帯
に
密
集
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
29
日
（
土
）
に
鷹
山
の
黒
耀
石
体
験

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
第
22
回
「
黒
耀
石
の
ふ

る
さ
と
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
度

も
明
治
大
学
、
依
田
窪
南
部
中
学
校
、
長
門

小
学
校
、
和
田
小
学
校
が
運
営
に
協
力
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、『
星
く
そ
館
』

の
展
示
解
説
で
す
。
星
糞
峠
の
黒
耀
石
鉱
山

へ
向
か
う
シ
ャ
ト
ル
便
が
30
分
お
き
に
運
行

し
ま
す
。
星
く
そ
館
を
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て

な
い
方
は
、
是
非
、
こ
の
機
会
に
星
く
そ
館

を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
明
治
大
学
の
黒

耀
石
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
黒
耀
石
の

産
地
を
当
て
る
ク
イ
ズ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

黒
耀
石
の
鑑か
ん
て
い
し

定
士
を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

旧
石
器
公
園
で
は
、
恒
例
の
弓
矢
を
使
っ

た
狩
り
の
体
験
に
加
え
、
ス
コ
ッ
プ
で
投
げ

捨
て
た
土
の
量
を
競
う
発
掘
技
能
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
復
活
し
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
前
で
は
、
昨
年
と
同
様
に
縄
文
フ
ェ

イ
ス
ペ
イ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

第
2
駐
車
場
で
は
黒
耀
石
鉱
山
の
発
掘
地
点

か
ら
運
ん
で
き
た
採さ
い
く
つ
は
い
ど

掘
排
土
を
調
べ
る
『
発
掘

再
体
験
』
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま

す
。『
発
掘
再
体
験
』
は
、
縄
文
人
が
掘
り
捨

て
た
大
量
の
土
砂
の
中
か
ら
、
未
発
見
の
縄
文

土
器
や
石
器
を
探
す
と
い
う
も
の
で
す
。
お
よ

そ
百
年
計
画
で
、
全
て
の
土
砂
を
分
析
す
る
予

定
で
す
が
、
昨
年
度
か
ら
は
長
門
小
学
校
6
年

生
と
和
田
小
学
校
の
５
・
６
年
生
が
地
域
学
習

の
一
環
と
し
て
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、
長
和
町
と
共
に
日
本
遺
産

を
構
成
す
る
茅
野
市
・
下
諏
訪
町
の
ブ
ー
ス
と
、

ア
ン
ト
レ
学
習
の
一
環
と
し
て
依
田
窪
南
部
中

学
校
３
年
生
の
ブ
ー
ス
出
展
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。ブ
ー
ス
内
容
は
当
日
の
お
楽
し
み
で
す
。

　

午
後
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
は
、
恒
例
と
な
り

ま
し
た
葦あ
し
き
ひ
ろ
か

木
啓
夏
さ
ん
に
よ
る
『
黒
耀
石
の
森

コ
ン
サ
ー
ト
』
が
、
12
時
30
分
よ
り
星
く
そ
館

前
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
涼
し
い
森
の
中
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

平
成
16
年
か
ら
始
ま
っ
た
黒
耀
石
の
ふ
る
さ

と
祭
り
は
、
全
国
か
ら
千
人
規
模
の
お
客
様
が

集
ま
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍か

以
降
は
、
小
さ
な
規
模
で
持
続
し
て
き
ま
し
た

が
、
昨
年
度
か
ら
は
、
こ
の
お
祭
り
を
支
え
て

く
れ
て
い
た
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
が
復

活
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
手
づ
く
り
の
お
祭

り
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
町

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
黒
耀
石
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
終
日
、

入
館
無
料
と
な
り
ま
す
。
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NOZO

信州・長和町地域おこし協力隊信州・長和町地域おこし協力隊

古道を知り古道を知り今今そして未来へそして未来へ

広報ながわをご覧になっている皆さん、こんにちは。
地域おこし協力隊の木下東子です。今年は昨年より、

梅雨空を多く感じた 6 月・7 月でした。
じめじめした日が続き、なかなかハウス外での作業が進
みませんでした。
明日は晴れるかなと、毎日朝昼晩と天気予報をチェック
しています。

32

 木
き の し た

下 東
と う こ

子 隊員　ー 令和６年４月２日着任 ー

◦ ミニトマトの栽培を始めました
　地域おこし協力隊 3 年目。今年は、長和町で雨よけハ
ウスをひとつ借りることができ、ミニトマトの栽培をし
ています。
　4 月、草刈りから始まり堆肥肥料をまき、5 月耕

こううん
運を

して畝をつくりマルチを張る。6 月苗を植えて日々灌
かんすい

水。
誘引をして脇芽をとり、さらに誘引。植えたばかりのミ
ニトマト写真を見ると、こんなに小さかったのに大きく
なってどれも枯れることなく元気でよかったと感慨深い
です。
　最近、小さな実がつき始めました。実がつくと自然と
笑顔になりますね。ここから一か月、ゆっくり育つミニ
トマトが赤くなるまで日々観察、管理をしていきます。
　下葉の変化が激しく心配したり、灌水の方法を変えた
り、まわりに相談したり、様子をみたり、まだまだ自分
たちの栽培方法が決まっていません。
　今後は、いかに自分たちで気づき対処していけるか、
勉強していかなければならないと思います。
　今回、雨よけハウスや資材をお借りすることができた
のも私たちを信じてくださった皆さんのおかげです。一
つひとつの出会いを大切に少しでも町のお役に立てるよ
う取り組んでまいります。長和町の皆さま、今後ともよ
ろしくお願いいたします。

33
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地域の身近な話題をお届けします。皆さまからの情報をお待ちしております。
総務課 情報管理係 広報担当　☎ 75-2043 までご連絡ください。

　5 月 30 日（土）・31 日（日）の 2 日間、「マルメ
ロマルシェ2026」が道の駅マルメロの駅ながとで開
催されました。会場には長和町内外の飲食店やキッチ
ンカーが並び、買い物やグルメを楽しむ姿が見られま
した。開会式では、マルメロの駅ながと活性化プロジェ
クト委員会が、町の特産であるマルメロを活用した地
域活性化への思いを紹介。シンボルツリーとなるマル
メロの植樹や、苗木のオーナー
制度も実施され、参加者は自
分の木を選び復活への願いを
込めました。

マルメロマルシェ2026が開催しました
ー 連携の力で守る 地域の安全 ー

　令和８年７月１日付で、丸
まるやま

山陽
よういち

一さん（古町）が、
法務大臣から委嘱され、人権擁護委員に就任されまし
た。長和町では、他に現在、百

も も せ
瀬哲

て つ お
夫さん（長久保）、

長
な が た

田和
か ず え

枝さん（大門）、山
やました

下英
ひ で き

樹さん（和田）の３名が、
人権擁護委員として委嘱されております。人権問題等
に関する悩み事がありましたら、お気軽にご相談下さ
い。なお、法務局では相談専用電話も設置しておりま
すので、併せてご相談ください。

「みんなの人権１１０番」☎０５７０－００３－１１０
「子どもの人権１１０番」☎０１２０－００７－１１０
「女性の人権ホットライン」☎０５７０－０７０－８１０

人権擁護委員に丸山陽一さんが就任
ー 人権を守る身近な相談相手 ー

　元長和町議会議員　故森田繫
しげよし

良氏が「旭
きょくじつたんこうしょう

日単光章」
という名誉な勲章を受章し、７月７日（火）に叙勲伝
達式が議場で執り行われました。　　　
　森田氏は昭和 63 年 10 月、地域住民から推され長
門町議会議員に当選し、荒廃した畑の立地条件を生か
した作物栽培の特産品化、青少年の健全育成、町内別
荘開発地における管理体制等、多岐に渡る行政課題に
ついて提言を行い、平成 16 年 10 月まで４期 16 年
の永きに亘り地方自治の発展にご尽力を賜りました。　　　
　この伝達式には、故森田繫良氏の奥様である、森田
清
き よ こ

子さんが役場を訪れ、勲記が授与されました。

故森田繫良氏　叙勲伝達式
ー 多年にわたり地域振興に貢献 ー

　7 月 7 日（火）、町長室で、JICA 海外協力隊として
エジプトへ派遣される前

まえじま
島美

み さ と
里さん（古町出身）の表

敬訪問が行われました。前島さんは 7 月下旬から 2 年
間、ギザの小学校で日本式の掃除や学級会などの特別活
動を通じて、子どもたちが自ら考え行動する力を育む環
境づくりを、現地の教員の方たちと進めていきます。ま
た、信州そばや町特産のダッタンソバなどの食文化をは
じめ、四季折々の自然や長和町の星空、中山道の歴史あ
る街並みなどの魅力も現地の皆さんに発信していく予定
です。前島さんは「日本とエジプトを結ぶ架け橋となり、
日本のファンを増やしたい」と力強く抱負を語りました。

エジプト（ギザ）で教育支援に挑戦
ー 教育支援と町の魅力を発信 ー

▲トラクタ耕運

▲背丈80ｃｍまで　伸びたところ 　

▲定植後

▲定植

▲実がついたところ

▲生長途中

◦ 移住後、ますますおやき好きに
　移住してますますおやきが好きになり、おやき作り
体験に行ってきました。

栽培の流れ

33
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地域の身近な話題をお届けします。皆さまからの情報をお待ちしております。
総務課 情報管理係 広報担当　☎ 75-2043 までご連絡ください。

　6 月 28 日、長和町コンシェルジュによる初めての
企画「お茶会と歴史小話の会」を長久保宿で開催し、
町内外から 20 人が参加しました。
　当日は、長久保宿ガイドで宿場町を散策した後、丸
木屋で和菓子と抹茶を味わいながら、長和町コンシェ
ルジュによる創作劇「真田家と其の子供たち」を上演。
感動とユーモアあふれる内容に、会場は笑いや拍手に
包まれました。
　参加者からは「身近な歴史を楽しく学べた」「新しい
歴史の楽しみ方を知ることができた」と好評で、地域
の歴史や文化の魅力を再発見する機会となりました。
写真①長久保宿ガイド　②一福処濱屋ガイド
　　③笑い溢れる寸劇　④特注和菓子・抹茶をご賞味

長和町コンシェルジュ　お茶会＆歴史小話
ー 笑いと歴史が織りなすひととき ー
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　６月29日（月）、地域おこし協力隊の小谷沙智隊員が、
国内最大級のトレイルランニング大会「Mt.FUJI100」
(165km）を完走し、その報告に役場を訪れました。
　広報 7 月号と併せてお配りしたチラシでもお知らせ
しましたが、９月、長和町を舞台にしたトレイルランニ
ン グ 大 会「Shinshu NAGAWA MOUNTAIN TRAIL」
が開催されます。大会の開催に向け、コースの整備・保
全を目的としたガバメントクラウドファンディングを実
施しているほか、大会のボランティアスタッフも募集し
ています。詳細につきましては、下記をご覧ください。

小谷隊員Mt.FUJI100の完走報告！
ー 大会開催に向け、機運高まる ー

寄贈していただいた
「時の海 渡る船」

　６月７日（日）、長和町消防団ポンプ操法大会並びに
ラッパ吹奏大会が和田湯遊パークで開催されました。ポ
ンプ操法で上位の２分団、ラッパ吹奏個人の部　上位４
名の皆さん、ラッパ吹奏団体の部は各分団からの選抜メ
ンバーが、６月 21 日（日）に上田市丸子総合体育館・
グラウンドで開催された上小大会へ、町の代表として出
場しました。各大会の結果は下記のとおりです。

長和町消防団　町大会・上小大会
ー 日頃の練習の成果を発揮 ー

●ラッパ吹奏大会　団体の部（敬称略）
優勝　第４分団優勝　第４分団 準優勝　第７分団準優勝　第７分団

佐々木 崚太
荻原 寛斎　

優勝優勝
●ラッパ吹奏大会　個人の部（敬称略）

準優勝準優勝 ３位３位

●ポンプ操法（敬称略）　　　　は優秀選手賞の受賞者

家田 昂志
小林 将大　　羽田 佳充
射手 信浩　　桜井 北斗

優勝　第 3 分団優勝　第 3 分団 準優勝　第１分団準優勝　第１分団

■町大会　
　：指揮者　　：吹奏者　　　　　　：各番員指 吹 １ 補３２

指 吹
吹 吹
吹 吹

佐藤 正和 児玉 貴之
宮阪 僚 佐藤 瑞貴
関 麻未 豊岡 拓馬

指 吹
吹 吹
吹 吹

萩原 寛斎 佐々木 崚太
佐藤 和樹 武井 稜子
小野澤 拓海 掛野 剛

武重 慎之介
上野 琉花　

柳沢 恵佑
若林 美穂

栁沢 昂星
丸山 立樹

●同率４位

関 麻未
児玉 貴之

指
吹

指
吹

指
吹

指
吹

指
吹

■上小大会　

秋月 光
鷹野原 悠人　　両角 謙吾
中原 拓哉　　　佐々木 正裕

指
１

補３
２

指
１

補３
２

◉ラッパ団体：第５位　
◉ラッパ個人：第７位 佐々木 崚太　第 12 位  武重 慎之介　　
　第 14 位 栁沢 昂星　第 15 位 柳沢 恵佑
◉小型ポンプ操法：第８位 第１分団　第 13 位 第３分団

　次回は 8 月 23 日（日）と 10 月 25 日（日）の午
後 1 時 30 分から和田宿で開催予定です。参加費は
700 円（要予約・先着 20 人）。毎回異なる歴史小話
をお楽しみいただけます。
　お問い合わせ・ご予約は電話 :090-4461-0341、
またはＥメール :chki3218@outlook.ne.jp ( 鳴海） 
までご連絡ください。

❷❷
❹❹❸❸

❶❶

　7 月 13 日（月）、役場で「緊急時における長和町可
燃ごみ処理協定」の調印式が行われ、町は小諸市に本社
を置くイーステージ株式会社と協定を締結しました。
　今回の協定は、丸子クリーンセンターで予期せぬトラ
ブルが発生し、ごみ処理が困難になった際、同社の施設
で可燃ごみを受け入れ、処理を行うことで、ごみ処理事
業を継続できる体制を整えることが目的です。調印式で
は羽田町長と鈴木社長が協定書に署名し、鈴木社長は「緊
急時には責任を持って処理できる体制を整えていきた
い」と話しました。今後は搬送方法などの詳細を協議す
るとともに、定期的な訓練も実施していく予定です。

緊急時における可燃ごみ処理体制を強化
ー ごみ処理のバックアップ体制を構築 ー

町内の小学校へ交通安全啓発品を配布

　７月 11 日（土）から 20 日（月）にかけて実施さ
れた「夏の交通安全やまびこ運動」の一環として、依
田窪交通安全協会長和支部の丸

まるやま
山陽

よういち
一支部長から町内

小学校の全児童に、交通標語の入った交通安全啓発品
を配布しました。
　交通安全に対する意識を高
め、出かける機会が多くなる
夏休みを安全に楽しく過ごし
ましょう。

ー みんなでつくる安心な町 ー

信州・長和マウンテントレイル 2026

日時 ９月26日（土）※雨天決行・荒天中止
会場 ブランシュたかやまスキーリゾート
種目 ●トレイルレース（40km・15ｋmの部）

●キッズ部門（1.5ｋmの部）
●ドッグトレイル部門（4.5ｋmの部）

応募期間 ６月１日（月）～８月31日（月）

��信州・長和町観光協会　☎ 68・0006信州・長和町観光協会　☎ 68・0006

NEW!

大会ボランティア募集中　
●交通費補助：2000 円〜 4000 円
　昼食あり（時間に応じて変動）
※大会前のボランティアについては交通費補助はつ
きません。ただし、時間帯に応じて昼食は用意します。

GCFの応援もどうぞよろしくお願いいたします。



  長和町の人口　　総人口 5,376 人　　世帯数 2,637 世帯　　男性 2,674 人　　女性 2,702 人　　（令和８年 7 月１日現在）
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や
笑
顔
が
生
ま
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
町
長
杯
や
事

前
練
習
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ボ
ッ
チ
ャ
の
魅
力
を
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
荒


